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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像モードで被写体を撮像する撮像手段と、
　該撮像手段により撮像して得られた撮像画像を記憶する記憶手段と、
　該記憶手段により記憶された撮像画像を再生モードで再生する再生手段と、
　シャッター操作部材の操作に応じて前記撮像手段により撮像して得られた撮像画像を、
その撮像後に前記撮像モードを維持したまま確認表示する確認表示手段と、
　前記確認表示手段による前記撮像画像の確認表示中に特定の操作部材が操作されること
に応じて、該撮像画像の該確認表示を継続させるための確認表示保持トリガを発生する確
認表示保持トリガ発生手段と
　を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　該確認表示中の撮像画像に対して所定の処理を施す指示をするための操作手段と、
　前記確認表示中であって、前記確認表示保持トリガ発生手段によって前記確認表示保持
トリガが発生された後に前記操作手段が操作されると、該確認表示中の撮像画像に対する
前記所定の処理を施す処理手段と
　を更に有することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記所定の処理は、前記確認表示中の撮像画像に対する拡大または縮小処理であること
を特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
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【請求項４】
　前記確認表示手段は、前記処理手段によって前記確認表示中の撮像画像を拡大処理した
場合には、該確認表示において、該撮像画像の拡大画像とともに、該撮像画像全体におけ
る該拡大画像の位置を示す情報をオーバーラップ表示することを特徴とする請求項３に記
載の撮像装置。
【請求項５】
　前記所定の処理は、前記確認表示中の撮像画像の、前記記憶手段に記憶されたデータに
対して施す処理であることを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記所定の処理は、前記確認表示中の撮像画像の、前記記憶手段に記憶されたデータに
対して特定の属性情報を付与する処理であることを特徴とする請求項５に記載の撮像装置
。
【請求項７】
　前記所定の処理は、プロテクト設定処理または回転設定処理の少なくとも一方であるこ
とを特徴とする請求項２または５または６に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記記憶手段により記憶された撮像画像を伸長する伸長手段をさらに有し、
　前記所定の処理は、前記確認表示中の撮像画像の、前記記憶手段に記憶されたデータを
前記伸張手段によって伸張し、該伸張したデータに対して施す処理であることを特徴とす
る請求項２に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記所定の処理は、回転処理であることを特徴とする請求項２または８に記載の撮像装
置。
【請求項１０】
　前記所定の処理は、プリント指定の処理であることを特徴とする請求項２に記載の撮像
装置。
【請求項１１】
　撮像モードでシャッター操作部材の操作に応じて被写体を撮像する撮像ステップと、
　該撮像ステップにより撮像して得られた撮像画像を記憶する記憶ステップと、
　該記憶ステップにより記憶された撮像画像を再生モードで再生する再生ステップと、
　前記撮像ステップにより撮像して得られた撮像画像を、その撮像後に前記撮像モードを
維持したまま確認表示する確認表示ステップと、
　前記確認表示ステップによる前記撮像画像の確認表示中に特定の操作部材が操作される
ことに応じて、該撮像画像の該確認表示を継続させるための確認表示保持トリガを発生す
る確認表示保持トリガ発生ステップと
　を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項１２】
　コンピュータを、請求項１乃至１０のいずれか１項に記載された撮像装置の各手段とし
て機能させるプログラムを格納した記憶媒体。
【請求項１３】
　撮像モードで被写体を撮像する撮像手段と、
　該撮像手段により撮像して得られた撮像画像を記憶する記憶手段と、
　該記憶手段により記憶された撮像画像を再生モードで再生する再生手段と、
　シャッター操作部材の操作に応じて前記撮像手段により撮像して得られた撮像画像を、
その撮像後に前記撮像モードを維持したまま確認表示する確認表示手段と、
　該確認表示中の撮像画像に対して所定の処理を施す指示をするための操作手段と、
　前記確認表示手段による前記撮像画像の確認表示中に特定の操作部材が操作されること
に応じて、該確認表示手段による前記撮像画像の確認表示中に前記所定の処理の実行を許
可するためのトリガを発生する処理許可手段と、
　前記確認表示中であって、前記処理許可手段によって前記トリガが発生された後に前記
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操作手段が操作されると、該確認表示中の撮像画像に対する前記所定の処理を施す処理手
段と
　を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項１４】
　撮像モードでシャッター操作部材の操作に応じて被写体を撮像する撮像ステップと、
　該撮像ステップにより撮像して得られた撮像画像を記憶する記憶ステップと、
　該記憶ステップにより記憶された撮像画像を再生モードで再生する再生ステップと、
　前記撮像ステップにより撮像して得られた撮像画像を、その撮像後に前記撮像モードを
維持したまま確認表示する確認表示ステップと、
　前記確認表示ステップによる前記撮像画像の確認表示中に特定の操作部材が操作される
ことに応じて、該確認表示ステップによる前記撮像画像の確認表示中に所定の処理の実行
を許可するためのトリガを発生する処理許可ステップと、
　前記確認表示中であって、前記処理許可ステップによって前記トリガが発生された後に
、該確認表示中の撮像画像に対して前記所定の処理を施す指示をするための操作手段が操
作されると、該確認表示中の撮像画像に対する前記所定の処理を施す処理ステップと
　を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項１５】
　コンピュータを、請求項１３に記載された撮像装置の各手段として機能させるプログラ
ムを格納した記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、静止画像や動画像を撮像、記憶する撮像装置及びその制御方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、被写体を撮像して静止画像や動画像の撮像画像を得て、これを記憶、再生する電子
カメラ等の画像処理装置が知られている。この装置は、例えば、カラー液晶パネル等から
なる電子ファインダー等の表示部を備えると共に、固体メモリ素子を有するメモリカード
等の記憶媒体を着脱可能に構成され、撮像した撮像画像を上記記憶媒体に記憶すると共に
、記憶した撮像画像を撮像直後に上記表示部で再生表示して、その再生画像を迅速に確認
することができるように構成されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の画像処理装置では、撮像画像を撮像後直ちに再生表示する場合
、撮像後自動的に一定時間再生表示されるか、あるいはレリーズスイッチを押し続けてい
る間再生表示されるように構成されていたため、表示状態が所望な時間保持されず、内容
の確認を十分に行えない場合があった。そのため、詳細な確認を行うためには、撮像モー
ドから再生モードへと一旦切り替え、再生モードにて画像確認を行う必要があった。
【０００４】
　本発明の第１の目的は、撮像画像を撮像モードのまま任意に表示して十分に確認するこ
とができる画像処理装置及びその制御方法を提供することにある。本発明の第２の目的は
、撮像画像を撮像モードのまま表示しつつ該撮像画像に対して誤操作なく所定の処理を施
すことができる画像処理装置及びその制御方法並びに記憶媒体を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　撮像モードで被写体を撮像する撮像手段と、
　該撮像手段により撮像して得られた撮像画像を記憶する記憶手段と、
　該記憶手段により記憶された撮像画像を再生モードで再生する再生手段と、
　シャッター操作部材の操作に応じて前記撮像手段により撮像して得られた撮像画像を、
その撮像後に前記撮像モードを維持したまま確認表示する確認表示手段と、
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　前記確認表示手段による前記撮像画像の確認表示中に特定の操作部材が操作されること
に応じて、該撮像画像の該確認表示を継続させるための確認表示保持トリガを発生する確
認表示保持トリガ発生手段と
　を有することを特徴とする。
【０００７】
　また、上記第２の目的を達成するために、請求項１３記載の本発明は、
　撮像モードで被写体を撮像する撮像手段と、
　該撮像手段により撮像して得られた撮像画像を記憶する記憶手段と、
　該記憶手段により記憶された撮像画像を再生モードで再生する再生手段と、
　シャッター操作部材の操作に応じて前記撮像手段により撮像して得られた撮像画像を、
その撮像後に前記撮像モードを維持したまま確認表示する確認表示手段と、
　該確認表示中の撮像画像に対して所定の処理を施す指示をするための操作手段と、
　前記確認表示手段による前記撮像画像の確認表示中に特定の操作部材が操作されること
に応じて、該確認表示手段による前記撮像画像の確認表示中に前記所定の処理の実行を許
可するためのトリガを発生する処理許可手段と、
　前記確認表示中であって、前記処理許可手段によって前記トリガが発生された後に前記
操作手段が操作されると、該確認表示中の撮像画像に対する前記所定の処理を施す処理手
段と
　を有することを特徴とする。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
【００１９】
図１は、本発明の一実施の形態に係る画像処理装置の構成を示すブロック図である。本装
置は、例えば電子カメラとして構成される。
【００２０】
同図において、１００は画像処理装置、１０は撮影レンズ、１２は絞り機能を備えるシャ
ッタ、１４は撮像素子（撮像手段）で、光学像を電気信号に変換する。１６はＡ／Ｄ変換
器で、撮像素子１４のアナログ信号出力をデジタル信号に変換する。１８はタイミング発
生回路で、撮像素子１４及びＡ／Ｄ変換器１６にクロック信号や制御信号を供給するもの
で、メモリ制御回路２２及びシステム制御回路５０（継続表示手段、処理手段、再生手段
）により制御される。
【００２１】
２０は画像処理回路で、Ａ／Ｄ変換器１６からのデータ或いはメモリ制御回路２２からの
データに対して所定の画素補間処理や色変換処理を行う。また、画像処理回路２０におい
ては、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいて
システム制御回路５０が露光制御手段４０及び測距制御手段４２に対して制御を行うＴＴ
Ｌ（スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理
及びＥＦ（フラッシュプリ発光）処理を行っている。更に、画像処理回路２０においては
、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいてＴＴ
Ｌ方式のＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理も行っている。
【００２２】
２２はメモリ制御回路で、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生回路１８、画像処理回路２
０、画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、メモリ３０（記憶手段）及び圧縮・伸長回
路３２を制御する。
【００２３】
Ａ／Ｄ変換器１６のデータが画像処理回路２０及びメモリ制御回路２２を介して或いはＡ
／Ｄ変換器１６のデータが直接メモリ制御回路２２を介して、画像表示メモリ２４或いは
メモリ３０に書き込まれる。
【００２４】
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２４は画像表示メモリ、２６はＤ／Ａ変換器、２８はＴＦＴ－ＬＣＤ（ｔｈｉｎ　ｆｉｌ
ｍ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ－ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ：薄膜トラ
ンジスタ液晶ディスプレイ）等からなる画像表示部（継続表示手段、再生手段）で、画像
表示メモリ２４に書き込まれた表示用の画像データは、Ｄ／Ａ変換器２６を介して画像表
示部２８により表示される。画像表示部２８を用いて、撮像した画像データを逐次表示す
れば、電子ファインダー機能を実現することが可能である。また、画像表示部２８は、シ
ステム制御回路５０の指示により任意に表示をオン／オフすることが可能であり、表示を
オフにした場合には画像処理装置１００の電力消費を大幅に低減することができる。また
、画像表示部２８は、回転可能な不図示のヒンジ部によって画像処理装置１００の本体と
結合されており、自由な向き及び角度を設定して、電子ファインダー機能や再生表示機能
及び各種表示機能を使用することが可能である。更に、画像表示部２８の表示部分（表示
面）を画像処理装置１００の本体に向けて格納することが可能であり、この場合は、画像
表示部開閉検知手段１０６により格納状態（開閉状態）を検知して、画像表示部２８の表
示動作を停止することができる。
【００２５】
３０は撮影した静止画像や動画像及び音声データを格納するためのメモリで、所定枚数の
静止画像や所定時間の動画像を格納するのに十分な記憶容量を備えている。これにより、
複数枚の静止画像を連続して撮影する連射撮影やパノラマ撮影の場合にも、高速且つ大量
の画像書き込みをメモリ３０に対して行うことが可能となる。また、メモリ３０はシステ
ム制御回路５０の作業領域としても使用することが可能である。
【００２６】
３２は、適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ）等により画像データを圧縮・伸長する圧縮・
伸長回路で、メモリ３０に格納された画像を読み込んで圧縮処理或いは伸長処理を行い、
その処理の終了したデータをメモリ３０に書き込む。
【００２７】
４０は露光制御手段で、シャッタ１２を制御するもので、フラッシュ４０４と連携するこ
とによりフラッシュ調光機能を有する。４２は測距制御手段で、撮影レンズ１０のフォー
カシングを制御する。露光制御手段４０及び測距制御手段４２はＴＴＬ方式を用いて制御
されており、撮像した画像データを画像処理回路２０によって演算した演算結果に基づき
、システム制御回路５０が露光制御手段４０及び測距制御手段４２に対して制御を行う。
【００２８】
４４はズーム制御手段で、撮影レンズ１０のズーミングを制御する。４６はバリア制御手
段で、バリアである保護手段１０２の動作を制御する。４８はコネクタで、アクセサリー
シューとも呼ばれ、フラッシュ装置４００との電気接点や機械的な固定手段も合わせて備
えている。
【００２９】
５０はシステム制御回路で、画像処理装置１００全体を制御する。５２はメモリで、シス
テム制御回路５０の動作用の定数、変数、プログラム等を記憶する。
【００３０】
５４は液晶表示装置、スピーカー等の表示部であり、システム制御回路５０でのプログラ
ムの実行に応じて、文字、画像、音声等を用いて動作状態やメッセージ等を表示する。こ
の表示部５４は、画像処理装置１００の操作部近辺の視認し易い位置に単数或いは複数箇
所設置され、例えば、ＬＣＤ（液晶表示装置）やＬＥＤ（発光ダイオード）、発音素子等
の組み合わせにより構成されている。また、表示部５４は、その一部の機能が光学ファイ
ンダー１０４内に設置されている。表示部５４の表示内容のうち、ＬＣＤ等に表示するも
のとしては、シングルショット／連写撮影表示、セルフタイマー表示、圧縮率表示、記録
画素数表示、記録枚数表示、残撮影可能枚数表示、シャッタースピード表示、絞り値表示
、露出補正表示、フラッシュ表示、赤目緩和表示、マクロ撮影表示、ブザー設定表示、時
計用電池残量表示、カメラ用電池残量表示、エラー表示、複数桁の数字による情報表示、
記録媒体２００（記憶手段）及び記録媒体２１０（記憶手段）の着脱状態表示、通信Ｉ／
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Ｆ（インターフェース）動作表示、日付・時刻表示、録音動作表示等がある。
【００３１】
また、表示部５４の表示内容のうち、光学ファインダー１０４内に表示されるものとして
は、合焦表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、シャッタースピード表示、絞り値
表示、露出補正表示等がある。
【００３２】
５６は電気的に消去・記録可能な不揮発性メモリで、例えばＥＥＰＲＯＭ（ｅｌｅｃｔｒ
ｉｃａｌｌｙ　ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｒｅａｄ　ｏｎ
ｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）等が用いられる。６０，６２，６４，６６，６８及び７０は操作手
段で、システム制御回路５０の各種の動作指示信号を入力するものであり、スイッチやダ
イアル、タッチパネル、視線検知によるポインティング、音声認識装置等の単数或いは複
数の組み合わせで構成される。
【００３３】
ここで、これらの操作手段６０，６２，６４，６６，６８及び７０の具体的な説明を行う
。
【００３４】
６０はモードダイアルスイッチで、電源オフのほか、自動撮影モード、マニュアル撮影モ
ード、パノラマ撮影モード等の撮像モード、再生モード、マルチ画面再生・消去モード、
ＰＣ接続モード等の各機能モードを切り換え設定することができる。
【００３５】
６２はシャッタースイッチ（ＳＷ１）（終了指示入力手段）で、不図示のシャッターボタ
ンの操作途中でオンとなり、ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、Ａ
ＷＢ（オートホワイトバランス）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理等の動作開始を
指示する。
【００３６】
６４はシャッタースイッチ（ＳＷ２）（開始指示入力手段）で、上記不図示のシャッター
ボタンの操作完了でオンとなり、撮像素子１２から読み出した信号をＡ／Ｄ変換器１６、
メモリ制御回路２２を介してメモリ３０に画像データを書き込む露光処理、画像処理回路
２０やメモリ制御回路２２での演算を用いた現像処理、メモリ３０から画像データを読み
出し、圧縮・伸長回路３２で圧縮を行い、記録媒体２００或いは記録媒体２１０に画像デ
ータを書き込む記録処理という一連の処理の動作開始を指示する。
【００３７】
６６は画像表示ＯＮ（オン）／ＯＦＦ（オフ）スイッチで、画像表示部２８のオン／オフ
を設定することができる。この機能により、光学ファインダー１０４を用いて撮影を行う
際に、ＴＦＴ－ＬＣＤ等からなる画像表示部への電流供給を遮断することにより、省電力
を図ることが可能となる。
【００３８】
６８は単写／連写スイッチで、シャッタースイッチ（ＳＷ２）６４を押した場合に１コマ
の撮影を行って待機状態とする単写モードと、シャッタースイッチ（ＳＷ２）６４を押し
ている間は連続して撮影を行い続ける連写モードとを設定することができる。
【００３９】
７０は各種ボタンやタッチパネル等からなる操作部（処理許可手段）で、メニューボタン
、セットボタン、マクロボタン、マルチ画面再生改ページボタン、フラッシュ設定ボタン
、単写／連写セルフタイマー切り換えボタン、メニュー移動＋（プラス）ボタン、メニュ
ー移動－（マイナス）ボタン、再生画像移動＋（プラス）ボタン、再生画像移動－（マイ
ナス）ボタン、メニュー移動アップボタン、メニュー移動ダウンボタン、撮影画質選択ボ
タン、露出補正ボタン、日付／時間設定ボタン、パノラマモード等の撮影及び再生を実行
する際に各種機能の選択及び切り換えを設定する選択／切り換えボタン、パノラマモード
等の撮影及び再生を実行する際に各種機能の決定及び実行を設定する決定／実行ボタン、
撮影直後に撮影した画像データを自動再生するクイックレビュー機能を設定するクイック
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レビューＯＮ／ＯＦＦスイッチ、ＪＰＥＧ圧縮の圧縮率を選択するため或いは撮像素子１
４の信号をそのままデジタル化して記録媒体２００或いは記録媒体２１０に記録するＣＣ
ＤＲＡＷモードを選択するためのスイッチである圧縮モードスイッチ、再生モード、マル
チ再生・消去モード及びＰＣ接続モード等の各機能モードを設定することができる再生モ
ードスイッチ、撮影モード状態において、撮影した画像をメモリ３０或いは記録媒体２０
０或いは記録媒体２１０から読み出して画像表示部２８によって表示する再生動作の開始
を指示する再生スイッチ、アクティブなドライブを変更するためのドライブボタン、再生
時に１枚表示と複数枚表示とを切り替える再生表示切り替えボタン、記録画像の付帯情報
を表示するための情報表示ボタン等がある。
【００４０】
８０は電源制御手段で、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切り
換えるスイッチ回路等により構成されており、電池の装着の有無、電池の種類、電池残量
の検出を行い、その検出結果及びシステム制御回路５０の指示に基づいてＤＣ－ＤＣコン
バータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体２００，２１０を含む各部へ供給す
る。
【００４１】
８２，８４はコネクタ、８６は電源手段であり、アルカリ電池或いはリチウム電池等の一
時電池や、ＮｉＣｄ電池或いはＮｉＭＨ電池或いはＬｉ電池等の二次電池や、ＡＣアダプ
ター等からなる。
【００４２】
９０，９４はメモリカードやハードディスク等の記録媒体２００，２１０とのインターフ
ェース（Ｉ／Ｆ）、９２，９６はメモリカードやハードディスク等の記録媒体２００，２
１０と接続を行うコネクタである。
【００４３】
９８は記録媒体着脱検知手段で、コネクタ９２及び或いはコネクタ９６に記録媒体２００
或いは記憶媒体２１０が装着されているか否かを検知する。
【００４４】
なお、本実施の形態では、記録媒体を取り付けるインターフェース及びコネクタを２系統
持つものとして説明している。もちろん、記録媒体を取り付けるインターフェース及びコ
ネクタは、単数或いは複数のいずれの系統数を備える構成としても良い。また、異なる規
格のインターフェース及びコネクタを組み合わせて備える構成としても良い。
【００４５】
インターフェース及びコネクタとしては、ＰＣＭＣＩＡカードやＣＦ（コンパクトフラッ
シュ）カード等の規格に準拠したものを用いて構成しても良い。また、インターフェース
９０，９４、ネクタ９２，９６を、ＰＣＭＣＩＡカードやＣＦ（コンパクトフラッシュ）
カード等の規格に準拠したものを用いて構成した場合、ＬＡＮカードやモデムカード、Ｕ
ＳＢカード、ＩＥＥＥ１３９４カード、Ｐ１２８４カード、ＳＣＳＩカード、ＰＨＳ等の
通信カード等の各種通信カードを接続することにより、他のコンピュータやプリンタ等の
周辺機器との間で画像データや画像データに付属した管理情報を転送し合うことができる
。
【００４６】
１０２はバリアである保護手段で、画像処理装置１００の撮影レンズ１０を含む撮像部を
覆うことにより、該撮像部の汚れや破損を防止する。１０４は光学ファインダーで、画像
表示部２８による電子ファインダー機能を使用すること無しに、この光学ファインダー１
０４のみを用いて撮影を行うことが可能である。また、光学ファインダー１０４内には、
表示部５４の一部の機能、例えば合焦表示機能、手振れ警告表示機能、フラッシュ充電表
示機能、シャッタースピード表示機能、絞り値表示機能、露出補正表示機能等が設置され
ている。
【００４７】
１０６は画像表示部開閉検知手段で、画像表示部２８がその表示部（表示面）を画像処理
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装置１００の本体に向けて格納した格納状態にあるか否かを検知することができる。ここ
で画像表示部開閉検知手段１０６が格納状態にあると検知した場合は、画像表示部２８の
表示動作を停止して、不要な電力消費を禁止することが可能である。
【００４８】
１１０は通信手段で、ＲＳ２３２ＣやＵＳＢ、ＩＥＥＥ１３９４、Ｐ１２８４、ＳＣＳＩ
、モデム、ＬＡＮ、無線通信等の各種通信機能を有する。１１２はコネクタ或いはアンテ
ナで、通信手段１１０により画像処理装置１００を他の機器と接続する場合はコネクタと
なり、また、無線通信の場合はアンテナとなる。
【００４９】
２００はメモリカードやハードデスク等の記録媒体である。この記録媒体２００は、半導
体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２０２、画像処理装置１００とのインタ
ーフェース（Ｉ／Ｆ）２０４、画像処理装置１００と接続を行うコネクタ２０６を備えて
いる。
【００５０】
２１０はメモリカードやハードデスク等の記録媒体である。この記録媒体２１０は、半導
体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２１２、画像処理装置１００とのインタ
ーフェース（Ｉ／Ｆ）２１４、画像処理装置１００と接続を行うコネクタ２１６を備えて
いる。
【００５１】
４００はフラッシュ装置、４０２はコネクタで、画像処理装置１００のアクセサリーシュ
ーと接続するものである。４０４はフラッシュで、ＡＦ補助光の投光機能及びフラッシュ
調光機能を有する。
【００５２】
かかる構成において、モードダイアルスイッチ６０によって撮像モードになっている場合
、シャッタースイッチ（ＳＷ１）６２及びシャッタースイッチ（ＳＷ２）６４を用いて撮
像が可能である。システム制御回路５０は、通常は撮影準備状態にあり、シャッタースイ
ッチ（ＳＷ１）６２の押下が検知されると、露光制御手段４０により露光制御がなされる
と共に、測距制御手段４２により測距制御がなされ、これらの制御が終了した時点で露光
開始状態に遷移する。そしてこの状態でシャッタースイッチ（ＳＷ２）６４の押下が検知
されると、露光が開始される。撮影して得た撮像画像は、撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１
６、画像処理回路２０及びメモリ制御回路２２を介してメモリ３０に格納される。メモリ
３０に格納された記録画像は、必要にに応じて圧縮・伸長回路３２によりデータ圧縮が施
されてメモリ３０に再び格納される。この状態でシステム制御回路５０は撮影終了状態と
なる。
【００５３】
図２は、本実施の形態に係る画像処理装置における確認表示処理のフローチャートを示す
図である。本処理は、撮像モードにおいてシステム制御回路５０が上記撮影終了状態にな
ることに応答して開始される。
【００５４】
まず、確認表示開始トリガが発生しているか否かを判別する（ステップＳ２０１）。ここ
に確認表示開始トリガは、確認表示、すなわち撮影直後に撮像画像を撮像モードのまま（
再生モードにすることなく）表示するために発生するものであり、例えば撮影終了状態に
なった時点を記憶しておき、この時点から所定時間（例えば数秒間）後にシャッタースイ
ッチ（ＳＷ２）６４が押下されている場合に発生する。従って、ユーザは、撮像後、シャ
ッタースイッチ（ＳＷ２）６４を所定時間押下したままにすれば、確認表示開始トリガを
発生させることができる。なお、本実施の形態では撮像画像の確認表示は画像表示部２８
においてなされる。
【００５５】
前記ステップＳ２０１の判別の結果、確認表示開始トリガが発生していない場合は、直ち
にステップＳ２１８に進み、撮影準備状態へと復帰する。この撮影準備状態では、システ
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ム制御回路５０は、メモリ３０に記録画像が残っており、なおかつ記録媒体着脱検知手段
９８からの信号により、コネクタ９２またはコネクタ９６に記録媒体２００または記憶媒
体２１０が装着されていると判別された場合は、メモリ３０内の記録画像を記録媒体２０
０または記憶媒体２１０に保存すると共にメモリ３０内の記録画像をクリアする。
【００５６】
一方、前記ステップＳ２０１の判別の結果、確認表示開始トリガが発生している場合は、
確認表示開始処理を行う（ステップＳ２０２）。すなわち、メモリ３０に格納されている
記録画像に圧縮・伸長回路３２によりデータ伸長を施し、該伸長したデータをメモリ制御
回路２２を通じて画像表示メモリ２４に表示用データとして格納して、該格納されたデー
タをシステム制御回路５０が画像表示部２８に表示する。
【００５７】
次いで、確認表示終了トリガが発生しているか否かを判別する（ステップＳ２０３）。こ
こに、確認表示終了トリガは撮像画像の確認表示を終了させるために発生するものであり
、例えばシャッタースイッチ（ＳＷ１）６２が押下された場合に発生する。
【００５８】
前記ステップＳ２０３の判別の結果、確認表示終了トリガが発生している場合は、確認表
示終了処理を行う（ステップＳ２０４）。すなわち、画像表示部２８への前記撮影画像の
映像出力を停止し、撮影準備状態（ステップＳ２１８）へと復帰する。
【００５９】
一方、前記ステップＳ２０３の判別の結果、確認表示終了トリガが発生していない場合は
、確認表示保持トリガが発生しているか否かを判別する（ステップＳ２０５）。ここに、
確認表示保持トリガは、撮像画像に関して後述する各種処理を施す機会を与えるべく、撮
像画像の確認表示を継続させるために発生するものであり、例えば操作部７０のセットボ
タンが押下された場合に発生する（処理許可手段）。
【００６０】
前記ステップＳ２０５の判別の結果、確認表示保持トリガが発生していない場合は、前記
ステップＳ２０３に進む。従って、確認表示終了トリガが発生するまで確認表示が継続さ
れる。
【００６１】
一方、前記ステップＳ２０５の判別の結果、確認表示保持トリガが発生している場合は、
続くステップＳ２０６～Ｓ２１７で、撮像画像に関する処理のためのトリガ発生の判別及
びトリガに応じた処理（所定の処理）の実行を行う（処理手段）。各種処理のためのトリ
ガは、操作部７０におけるユーザによる入力によって発生する。
【００６２】
まず、プロテクト設定トリガが発生しているか否かを判別する（ステップＳ２０６）。そ
の判別の結果、プロテクト設定トリガが発生している場合は、プロテクト処理を行う（ス
テップＳ２０７）。すなわち、最初のプロテクト設定トリガの発生時には、メモリ３０、
記録媒体２００、２１０内のデータに対し、誤消去防止のためのプロテクトデータを設定
すると共に、その設定内容を画像表示部２８に撮像画像とオーバーラップ表示する。その
後、前記ステップＳ２０５に戻る。
【００６３】
なお、プロテクト設定が一旦された状態において、前記ステップＳ２０６の判別の結果、
プロテクト設定トリガが再度発生している場合は、次のステップＳ２０７では上記設定し
たプロテクト設定を解除する処理を行い、その設定内容を画像表示部２８に出力して、前
記ステップＳ２０５に戻る。
【００６４】
一方、前記ステップＳ２０６の判別の結果、プロテクト設定トリガが発生していない場合
は、拡大表示トリガが発生しているか否かを判別する（ステップＳ２０８）。その判別の
結果、拡大表示トリガが発生している場合は、拡大処理を行う（ステップＳ２０９）。す
なわち、画像表示メモリ２４内の表示データをメモリ制御回路２２及び画像処理回路２０
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を用いて拡大処理し、これを画像表示メモリ２４に再度格納して、画像表示部２８にて拡
大再生表示を行う。なお、拡大再生表示中には、操作部７０のプラスボタン、マイナスボ
タン、アップボタン、ダウンボタンを用いて拡大表示位置を変更可能である。また、この
とき画像表示部２８に拡大画像と共に現在表示中の位置を示す情報をオーバーラップ表示
することで、現在表示中の画像の画像全体における位置をユーザに把握させることができ
る。その後、前記ステップＳ２０５に戻る。
【００６５】
なお、この拡大表示中において、前記ステップＳ２０８の判別の結果、拡大表示トリガが
再度発生している場合は、次のステップＳ２０９では、画像表示部２８への出力を拡大表
示から通常表示に切り替えて、前記ステップＳ２０５に戻る。なお、同様の処理により画
像縮小処理も行えるようにしてもよい。
【００６６】
前記ステップＳ２０８の判別の結果、拡大表示トリガが発生していない場合は、回転設定
トリガが発生しているか否かを判別する（ステップＳ２１０）。回転設定は、撮像画像を
回転させて表示するための処理であり、例えば縦位置撮影された画像を画像表示部２８に
おいて縦位置表示となるようにするものである。
【００６７】
前記ステップＳ２１０の判別の結果、回転設定トリガが発生している場合は、回転処理を
行う（ステップＳ２１１）。すなわち、メモリ３０、記録媒体２００、２１０内に存在す
る記録データを圧縮・伸長回路３２により伸長し、これにメモリ制御回路２２及び画像処
理回路２０を用いて例えば９０°の回転処理を施した後、これを画像表示メモリ２４に再
度格納し、画像表示部２８に出力し、回転表示させる。これと同時に、メモリ３０、記録
媒体２００、２１０内に存在する記録データに回転属性を示す設定を施す。その後、前記
ステップＳ２０５に戻る。この設定された回転属性は、再生モード時に再生される画像に
反映される。また、通信手段１１０を通じて他の画像処理装置に記録データが転送された
場合でも、当該他の画像処理装置において上記回転属性を参照することで、自動的に回転
画像を再生することが可能となる。
【００６８】
なお、この回転表示中において、前記ステップＳ２１０の判別の結果、回転表示トリガが
再度発生している場合は、次のステップＳ２１１では、回転角度をさらに例えば９０°変
更し、前記ステップＳ２０５に戻る。従って、回転表示トリガが発生する度毎に回転角度
の変更が繰り返させる。
【００６９】
一方、前記ステップＳ２１０の判別の結果、回転設定トリガが発生していない場合は、プ
リント指定設定トリガが発生しているか否かを判別する（ステップＳ２１２）。プリント
指定設定は、記録媒体２００、２１０内にプリント指定用のファイルを生成し、そのファ
イルに画像ファイルとのリンク関係を記述しておくことにより、記録媒体２００、２１０
を不図示のプリンタシステムに装着したとき、画像データを設定に従って自動的にプリン
トする場合に利用される。
【００７０】
前記ステップＳ２１２の判別の結果、プリント指定設定トリガが発生している場合は、プ
リント指定処理を行う（ステップＳ２１３）。すなわち、記録媒体２００または記録媒体
２１０内の所定のファイルに現在表示中の撮像画像のファイルへのリンク記述を追記する
と共に、プリント指定状態を示す表示を画像表示部２８に撮像画像と共にオーバーラップ
表示する。その後、前記ステップＳ２０５に戻る。
【００７１】
なお、プリント指定状態を示す表示中において、前記ステップＳ２１２の判別の結果、プ
リント指定設定トリガが再度発生している場合は、次のステップＳ２１３では、プリント
指定設定の解除、すなわちファイルから上記リンク記述を削除し、前記ステップＳ２０５
に戻る。
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【００７２】
一方、前記ステップＳ２１２の判別の結果、プリント指定設定トリガが発生していない場
合は、情報表示設定トリガが発生しているか否かを判別する（ステップＳ２１４）。その
判別の結果、情報表示設定トリガが発生している場合は、情報表示処理を行う（ステップ
Ｓ２１５）。すなわち、画像表示部２８において記録画像と共に該画像の撮像条件の情報
をオーバーラップ表示する。その後、前記ステップＳ２０５に戻る。撮像条件の情報は、
例えば撮影時のモードダイヤルポジション情報、Ｔｖ値、Ａｖ値、Ｅｖ値等の情報であり
、これらの撮像条件の情報は、メモリ３０、記録媒体２００または記録媒体２１０に撮像
画像が格納される際に撮像画像と対応付けられて記憶されている。
【００７３】
なお、撮像条件の情報の表示中において、前記ステップＳ２１４の判別の結果、情報表示
設定トリガが再度発生している場合は、次のステップＳ２１５では、撮像条件の情報の表
示を消去し、前記ステップＳ２０５に戻る。
【００７４】
一方、前記ステップＳ２１４の判別の結果、情報表示設定トリガが発生していない場合は
、消去トリガが発生しているか否かを判別する（ステップＳ２１６）。その判別の結果、
消去トリガが発生している場合は、消去処理を行う（ステップＳ２１７）。すなわち、メ
モリ３０、記録媒体２００、または記録媒体２１０に保持されている記録画像を消去する
。次いで、前記ステップＳ２０４に進んで確認表示終了処理を実行し、撮影準備状態（ス
テップＳ２１８）に移行する。
【００７５】
一方、前記ステップＳ２１６の判別の結果、消去トリガが発生していない場合は、前記ス
テップＳ２０３に進む。
【００７６】
本実施の形態によれば、撮像後、シャッタースイッチ（ＳＷ２）６４の押下を所定時間継
続して確認表示開始トリガを発生させれば、その後シャッタースイッチ（ＳＷ１）６２を
押下して確認表示終了トリガを発生させるまでの間、撮像したばかりの撮像画像が撮像モ
ードのまま表示されるので、再生モードにする等の煩わしい操作をすることなく、撮像画
像を十分に確認することができる。また、消去処理では、不要な撮像画像の消去を表示に
より確認しつつ確実に行うことができる。さらに、プロテクト処理では、撮像画像の誤消
去を防止することができる。
【００７７】
また、確認表示中に操作部７０のセットボタンを押下して確認表示保持トリガを発生させ
れば、その後、確認表示終了トリガを発生させるまでの間、プロテクト処理等の各種処理
が可能になるので、誤操作等による不要な処理を防止しつつ、撮像画像を撮像モードのま
ま任意に表示して、該撮像画像に対して各種処理を施すことができる。しかも、施した処
理は、画像表示部２８における確認表示に反映されるので随時確認可能であるだけでなく
、回転処理については、記録媒体２００等の記録データにも回転属性を示す設定が施され
るようにしたので、再生モード時には回転処理がなされた状態で再生することができ、使
い勝手のバリエーションを増大させることができる。
【００７８】
また、プリント指定処理では、画像ファイルとのリンク関係を記述するようにしたので、
記録媒体２００等の記録画像を上記設定に従って自動的にプリントすることができ、プリ
ントアウト時の処理を円滑にすることができる。
【００７９】
なお、拡大・縮小処理、情報表示処理についても、回転処理の場合と同様にメモリ３０、
記録媒体２００、２１０内に存在する記録データにそれを示す属性を施し、再生画像に反
映されるようにしてもよい。
【００８０】
なお、確認表示中に撮像画像に関して行う処理は、上記プロテクト処理等に限られず、他
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の処理でもよい。
【００８１】
なお、確認表示開始トリガは、撮影終了状態になった時点から所定時間経過後にシャッタ
ースイッチ（ＳＷ２）６４が押下されている場合に発生し、確認表示終了トリガは、シャ
ッタースイッチ（ＳＷ１）６２が押下された場合に発生し、確認表示保持トリガは、操作
部７０のセットボタンが押下された場合に発生するようにしたが、これに限るものでなく
、例えば次のような方法で事前の設定に基づき発生させるようにしてもよい。
【００８２】
図３は、撮影時のメニュー設定画面表示の一例を示す図である。
【００８３】
本メニューＭ３０は、操作部７０のメニューボタンが押下されることにより表示部５４に
表示される。メニューＭ３０として、まず同図左列の選択アイテム３１が表示される。選
択アイテム３１には、「撮影の確認」のほか、「記録画素数」、「圧縮率」、「デジタル
ズーム」がある。ユーザは、操作部７０のアップスイッチ及びダウンスイッチで所望のア
イテムを選択し、セットスイッチを押下して決定する。すると、決定したアイテムに対応
するプルダウンメニュー３２が同図右列に表示される。
【００８４】
例えば、選択アイテム３１で「撮影の確認」を選択、決定すると、同図に示すような「Ｏ
ＦＦ」、「２秒」、「ＳＷ１まで」等の設定項目がプルダウンメニュー３２に表れる。ユ
ーザは、上記と同様に操作部７０のアップスイッチ、ダウンスイッチ及びセットスイッチ
を用いて所望の項目を選択、決定する。
【００８５】
プルダウンメニュー３２における「ＯＦＦ」では、確認表示開始トリガは発生しない。「
２秒」、「４秒」、「８秒」では、確認表示開始トリガは常に発生し、確認表示終了トリ
ガは、確認表示開始後それぞれ２秒後、４秒後、８秒後に発生する。「ＳＷ１まで」では
、確認表示開始トリガは常に発生し、シャッタースイッチ（ＳＷ１）６２が押下されたと
きに確認表示終了トリガが発生する。確認表示保持トリガは、確認表示開始トリガが発生
した場合は常に発生するようにする。従って、確認表示中はプロテクト処理等の各種処理
が可能である。なお、確認表示保持トリガの発生タイミングを規定するための項目も、プ
ルダウンメニュー３２において設け、これによって個別に選択、決定するようにしてもよ
い。
【００８６】
具体的には、図２の確認表示処理では次のように動作する。「撮影の確認」について、例
えば「ＯＦＦ」が選択された場合は、常に、確認表示を行うことなく、図２のステップＳ
２０１から撮影準備状態（ステップＳ２１８）に直ちに移行する。「２秒」が選択された
場合は、確認表示開始処理（ステップＳ２０２）後、タイマが設定され、２秒後に確認表
示終了トリガが発生する。そして、確認表示終了トリガ発生後におけるステップＳ２０３
で確認表示が終了する。「ＳＷ１まで」が選択された場合は、確認表示が継続され、シャ
ッタースイッチ（ＳＷ１）６２が押下されて確認表示終了トリガが発生した後におけるス
テップＳ２０３で確認表示が終了する。
【００８７】
このように、確認表示開始トリガ等の発生を予め静的に設定しておくことで、ユーザの使
用態様に合った確認表示を行え、使い勝手を向上することができる。なお、これ以外の方
法で各トリガを発生させるようにしてもよい。
【００８８】
なお、上述した実施形態の機能を実現するソフトウエアのプログラムコードを記録した記
憶媒体を画像処理装置に供給し、その画像処理装置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰ
Ｕ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み出し実行することによっても、本発
明の目的が達成されることはいうまでもない。
【００８９】
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この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が本発明の新規な機能を実現
することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することにな
る。
【００９０】
プログラムコードを供給するための記憶媒体として、例えば、フロッピィディスク、ハー
ドディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不揮
発性のメモリカード、ＲＯＭなどを用いることができる。
【００９１】
また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより上述した各実施
形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づいて、コンピュ
ータ上で稼動しているＯＳ等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前
述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることはいうまでもない。
【００９２】
さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた
後、そのプログラムコードの指示に基づいて、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに
備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形
態の機能が実現される場合も含まれることはいうまでもない。
【００９３】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、撮像画像を撮像モードのまま任意に表示して十
分に確認することができる。また、本発明によれば、撮像画像を撮像モードのまま任意に
表示しつつ該撮像画像に対して誤操作なく所定の処理を施すことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態に係る画像処理装置の構成を示すブロック図である。
【図２】同形態に係る画像処理装置における確認表示処理のフローチャートを示す図であ
る。
【図３】他の実施の形態における撮影時のメニュー設定画面表示の一例を示す図である。
【符号の説明】
１０　撮影レンズ
１２　シャッター
１４　撮像素子（ＣＣＤ）（撮像手段）
２０　画像処理回路
２２　メモリ制御回路
２４　画像表示メモリ
２８　画像表示部（継続表示手段、再生手段）
３０　メモリ（記憶手段）
５０　システム制御回路（継続表示手段、処理手段、再生手段）
５２　メモリ
５４　表示部
６０　モードダイアルスイッチ
６２　シャッタースイッチ（ＳＷ１）（終了指示入力手段）
６４　シャッタースイッチ（ＳＷ２）（開始指示入力手段）
７０　操作部（処理許可手段）
９８　記録媒体着脱検知手段
１００　画像処理装置
１０４　光学ファインダー
１０６　画像表示部開閉検知手段
１１０　通信手段
２００　記録媒体（記憶手段）
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２０２　記録部
２０４　インターフェース
２０６　コネクタ
２１０　記録媒体（記憶手段）
２１２　記録部
２１４　インターフェース
２１６　コネクタ

【図１】 【図２】
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【図３】
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